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くら6年生とはいえ、議論が

感情論やただ単に、自分の

意見の押し付けになってしま

う 場 面 が 多 か っ た 事 で す

ね…。同じ議論を中学生や

高校生がやったら、さぞ面白

いだろうな～なんて欲をかい

てしまいました。ちなみに我

が家でも、このテレビを見た

後は白熱した議論が繰り広

げられました。（笑）食べるこ

との大切さから、戦争や原子

力発電まで広範囲にわたり

議 論 し ま し た。議 論…っ と

いっても、私の家族の場合、

相反する意見をぶつけ合う

のではなく、自分の考えを説

明し、お互いに相手の考え

ていることを共感する…って

感じですけど…。でも結果は

どうあれ、何かを考え、相手

と話し合うことは、とっても大

切ですね。 

先日、社長と宮崎さんが

コピー機を納品に行きま

した。「すぐに帰ってく

るよ…」なんて言ってい

たのに、帰ってきたのは3

時間後…。「どうしたの

？」って聞くと「コピー

機を運び入れる際、階段

を4段登るのにこれだけ時

間がかかった…」っと言

っていました。たった4段

なのにどうして･･･？っと

聞き返すと、「すごく狭

くて、階段も急で、しか

もカラーコピーだったの

で、無茶苦茶重たくて二

人で持ち上げるのに、本

当に辛かった」っと言っ

ていました。どうやら、

今まで搬入してきた中で

ＮＯ．１にしんどかった

そうです。たった４段。

されど４段…。恐るべし 
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にぶつけて欲しい…っという

監督の想いから、実際の結

果も伝えず、台詞も自分たち

の思っている内容だったと聞

いて、余計にうれしく思いま

した。また、実話の結果に関

して多くの批判があった事も

聞きました。ですので、この

場で賛成、反対を口にするこ

とはいたしません。ただ、私

が大切だな～って感じること

は、相手の意見を真剣に聞

くって事です。最近では自分

の意見だけをぶつけて、意

に反するものは全て悪と考

えるこ事が多いように思えま

す。色々な考え方があるか

ら仕方がない！という理由

で、相手の意見をすべて受

け入れない風習すらあるよう

に感じます。その中で、一生

懸命自分の考えを伝え、理

解してもらえるように努力す

る姿勢や相手の意見を真摯

に受け止める姿勢は、大変

すばらしいものだと思いま

す。ただ、ちょっと残念だった

のは、やはり小学生だと、い

先日、アスクルのお客様か

ら「うちはアスクルしかやって

いないけど、ちょっとレイアウ

トの変更や、古い家具の片

付けもしたいんだけど…」っ

と電話がありました。早速 

メーカーさんに訪問してもら

い、現状と、どんな風にした

いのかを、リサーチしてもら

いました。すると、入れ替え

は休日にやって欲しい…や

このサイズに収まるようにし

てほしい…など、たくさんの

お願いがありました。それを

上手く調整をして、何とか商

品を無事に収めることができ

ました。私たちもホッとしてい

たら、数日後に１枚のＦＡＸが

届きました。内容は「とっても

使いやすくて、感謝していま

す。サイズもピッタリで、すっ

きりしました！」っとありまし

た。よかった～。喜んで使っ

ていただいているそうです。

文の終わりに、「びすてむ通

信」楽しみにしています。っと

も書かれていました。また自

分がお好きな格言も送って

いただけました。うれしい限

りです。今まではアスクルと

いう通販だけでしか、弊社と

関係がなかったのですが、こ

うやって、今まで以上の関係

が築けたことに、すごくうれし

く思います。これからも、末

永く、よろしくお願いいたしま

す！ 

み ん な の 

ひ と り 言 

いくらのんびりであっても 

毎日前進していれば、 

ずっと遠くへいけるものなのだ 

         （森 博嗣） 

 

多くの人は、やる前から 

たくさんの事を諦めすぎて 

いると思います。少しずつで 

いいので、進む事、変化する事 

が大切なんだと思います。 
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先日、「豚がいた教室」という

映画がテレビで放送されて

いました。小学校のあるクラ

スで、食べるための豚を飼う

という内容です。これは命の

大切さを伝える授業の一環

として行われました。ただ、

子供たちは飼っているうち

に、豚に対してすごく愛着が

わいてきて、自分たちが卒

業する日まで「本当に食べる

のか」それとも「下級生にそ

のまま育ててもらうのか」と

いう議論を繰り返す…という

内容です。この話しは実話を

元にしています。私も数年前

にドキュメンタリーを少し見て

いたので、今回の映画がす

ごく見たかったのです。結果

としては食肉センターに送ら

れてしまったのですが、その

間に子供たちは真剣に議論

していました。しかも後で調

べてわかったことなのです

が、出演していた子供たちに

は台本がなかったそうです。

実際の小学校で行われたよ

うに、自分たちの意見を真剣

喜んでいただけました！のコーナー 

小学校で豚を飼う 


